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　幕末より明治初期にかけて刊行された代表的英
和辞典のうち，これまでに取り上げた『英和對譯
袖珍辭書』（『としょかんだより』№２４）と『和譯
英辭書』・『和譯英辭林』［「薩摩辞書」］（同№２８）
とは，後者が前者の海賊版であるという出版上の
倫理的問題はあるにしても，内容的には一つの系
譜を構成していると言ってよい。この「対訳袖珍」
～「薩摩辞書」系と拮抗して，明治中ごろまでの
英語辞書界に君臨したもうひとつの系統が，ここ
に紹介する『附音挿圖　英和字彙』（以下『英和字
彙』と略す）を源とする流れである。本書は，明
治６（１８７３）年に，柴田昌吉・子安峻を編者として，
読売新聞社の前身である日就社より刊行された。
明治１５年には第２版『増補訂正　英和字彙』が，
明治２０年にはその増補再版（実質的には第３版）
が発行されている。わが国における英語辞書の年
譜として最も詳細な『日本英語辞書年表＜終戦ま
で＞』（早川勇編，１９９８）によると，この直系の系
統と，著作権を譲り受けて翻刻出版された傍系の
辞書，訳語を『英和字彙』より借りたいわば亜流
とも称すべきものとを合わせると３０余種にのぼる
「英和字彙」系辞書が明治中期までに確認できる。
　本書出版の経緯については，その「緒言」によっ
ておおよそのところが窺えるので，やや長いもの
ではあるが，ここに引いておく（片仮名の合字は
現代の表記法に改める）。

　　　緒　　言
　恭惟　　皇朝今日ノ政體廣ク衆美ヲ海外諸邦ニ
鑒ミ給ヒ百般ノ學術日ヲ逐テ隆盛實ニ郁々文明
ナリト言ベシ而シテ諸學業ヲ脩ルニ必用トスベ
キハ字書ナリ從來一二ノ英和字書世ニ行ルト雖
モ惜ラクハ完備ナル者少シ故ニ斯學ニ從事スル
者或ハ靴ヲ隔テ痒ヲ爬ノ憾ナキコト能ハズ於是
林道三郎柳谷謙太郎ノ兩學友ト相謀リ英國法律

博士阿日耳維氏ノ字書ヲ原本トシテ庚午ノ春始
テ稿ヲ起シ公務ノ餘暇ヲ偸ミ共ニ對譯ヲ勉ム然
レドモ之ヲ刷印スルニ許多ノ苦心ヲナセリ會横
濱ノ商絲屋平八此事ヲ聞抵當ノ有無ヲ問ズ首ト
シテ金若干ヲ出シ以テ我輩ノ創業ヲ助ク因テ刷
印ノ器械ヲ外國ヨリ購シ譯成ルニ隨テ之ヲ刷印
シ遂ニ今春ニ至リテ成功ヲ得タリ抑此書ノ語數
大約五萬五千ニシテ名物ノ圖五百有餘アリ且毎
語ニ口音ヲ附スルヲ以テ之ヲ從前ノ字書ニ比ス
レバ或ハ便ナル所アラン固ヨリ天下ノ事理窮ナ
ク我輩ノ見聞限アレバ挂漏誤謬ノ憂ナキコト能
ハズ豈此書完備讀者ヲシテ麻姑ヲ倩フノ快愉ア
ラシムト言ンヤ唯英學生ノ爲ニ萬一ノ稗補ヲ計
ルノミ加之此類ノ字書刷印ノ法ニ至リテハ　本
邦先是未ダ開ケザルモノ我輩始テ其法ヲ試ミ此
書ヲ刷印スルヲ得タリ故ニ今後字書ヲ刷印スル
者復外國ヲ仰グコトヲ用ヒズ是亦開化ノ一助國
益ノ一端ニ非ズ乎

　　
神武天皇即位紀元

 長崎　柴田昌吉
 明治六年一月　 　　　　　　　
　　

二千五百三十三年
 大垣　子安　峻

   
　これによれば，編者柴田・子安が，林道三郎と
柳谷謙太郎の助力を得て，英国の阿日耳維氏，す
なわち Ｊｏｈｎ Ｏｇｉｌｖｉｅ（ジョン・オゥグルヴィー）の
辞書を基とし，明治３年の春よりこれを対訳する
作業を始め，糸屋平八の財政的援助の下に外国よ
り購入した印刷機を用いて，明治６年の春に到って
完成したのが本書であるという。収録語数約５５,０００，
挿絵５００を収める本書は，当時にあっては最高最
大の英和辞書であった。ちなみに，「從來一二ノ
英和字書世ニ行ル」とあるが，この「緒言」が記
された明治６年１月より以前に出版された英和辞
書としては，これまでに紹介した「対訳袖珍辞書」
と「薩摩辞書」の他に，内田晋斎編『淺解英和辭
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林』（明治４年），知新館社友同譯『英和字典』（明
治５年），荒井郁之助編『英和對譯辭書』（同）が
挙げられるが，これらはいずれも神原文庫の蔵す
るところとなっている。
　また，「緒言」に触れるところがないが，本書編
纂には柴田・子安の両名のほかに当初，本野盛亨
が加わっていたが，本野は明治５年に一等書記官
としてロンドンに赴いており，柴田昌吉・子安峻
のみが名を連ねている。「緒言」に記されるとおり，
柴田は長崎出身の元蘭通詞であるが，通詞の順名
を記した「慶應元丑年　明細分限帳　四」には「�
語小通詞　柴田大助」とすでに英語通詞として名
があがっている。子安峻は元大垣藩士，明治７年
に『讀賣新聞』を創刊した人物である。なお，柴
田については岩崎克己『柴田昌吉傳』が，子安に
ついては津田権平「子安峻小伝」（『明治立志編』），
竹内繁『読売新聞創始者　子安峻』がそれぞれ纏
められている。
　本書『英和字彙』を刊行した日就社は，先に触
れたごとく，読売新聞社の前身であるが，明治７
年に子安峻らによって『讀賣新聞』が創刊された
後も日就社の名を掲げ，明治８年に刊行されたブ
リンクリ氏著『語學獨案内』は，初編は印行印書
局となっているが，二編・三編は印行日就社となっ
ており，また，明治１５年の『英和字彙』第２版，
明治２０年の第３版ともに日就社発行となっている。
　このようにして成った『英和字彙』であるが，
神原文庫には明治６年の日就社初版が４部と，明
治１８年の新古堂翻刻版１部とが蔵されている。初
版４部の間にはそれぞれ装丁の違いが見られ，背
角革装のもの３部，総革装１部となっている。ま
た，革の色とクロースの色にも濃緑もあれば褐色
もありと異なりが見られ，外寸も少しずつ違って
いて，同装丁のものは見られない。筆者家蔵のも
のもこのいずれとも異なっており，早川勇『初期
英和辞典の編纂法』（１９９７）でも調査した８本につ
いて同様の報告が見られる。これについて，早川
は改装と海賊版の可能性を示唆しているが，改装
本は別として，神原文庫本初版４本については，
紙質・印刷字体については差異が見られず，背の
デザインと背文字の活字に違いが見られることか
ら，印刷は日就社で行いながら，製本を複数のと
ころで行ったと考えるほうが妥当性が高いと言え
よう。この初版では，西洋式の印刷製本法に倣っ
て奥付を欠いているので，この辺りの詳細は不明

であるが，印刷と製本が別の業者によっていた西
洋の出版文明の影響を読み取ることは可能であろ
う。ただし，この初版４部の中でも，和文扉の
「日就社」朱印の寸法についてみると，２９×２５�
のものと３５×２９�のものとがそれぞれ２部ずつに
捺されていて，印刷については初刷り，後刷りと
いう可能性も残されており，その際に製本の違い
が出たこともまた考えられる。
　旧蔵者を示す蔵書印を見ると，背角革装のもの
はいずれも公的機関旧蔵にかかり，「大阪中學校圖
書之印」「第三高等中學校消印」を捺すもの，「海
軍蔵書／消印」「中央文庫｜英六二五號 １２／消印」
と印したもの，「大坂府外務掛」との印記をもつ
もの各１部となっている。総革装のものは個人旧
蔵になるもので，扉に「三原」の丸印，「村？」の
陰陽刻角印がおされ，木口地に「松尾家蔵」の墨
書が見られる。明治１８年の新古堂翻刻版にはこの
ような旧蔵者を示すものは見られない。
　神原文庫所蔵『英和字彙』を巡る分析書誌学的
検討はこれくらいにとどめ，本書の内容を紹介す
ることにする。
　まず，本書の構成は，前扉（１［ページ数，以下
同様］），和文扉（１），英文扉（１），緒言（１），音
用之解［発音記号解説］（２），編中所用之略語（１），
本文（１３８７），附録：扉（１），不規則動詞表（９），
略語解（１９），象形記號之解（３），略語之解（１），
附音近代地名集（８１），圖解（４４）となっている。背
には“ＥＮＧＬＩＳＨ ＆ ＪＡＰＡＮＥＳＥ / ＤＩＣＴＩＯＮＡＲＹ.”‖
“ＮＥＷ ＩＬＬＵＳＴＲＡＴＥＤ ＥＤＩＴＩＯＮ. / ＡＢＯＶＥ ５００
ＥＮＧＲＡＶＩＮＧＳ.”の金文字が箔押しされているが，
‘ＮＥＷ’の語は事実を映していない。本書『英和
字彙』はこの明治６年版が初版で，すでに存在し
ていた辞書の新版ではないからである。
　和文扉には３行に分けて，

　明治六年一月印行

　 　　　英　和　字　彙附 
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　官許　　　　　　　日就社　印　

と筆書きによって書名が記され，両脇に昇龍を配
した「日就社」の朱印が社名の下に捺されている。
これに対し，英文扉の方はさらに詳しく，次のよ
うになっている。
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ＡＮ / ＥＮＧＬＩＳＨ ＡＮＤ ＪＡＰＡＮＥＳＥ / ＤＩＣＴＩＯＮＡＲＹ. / ＥＸ-
ＰＬＡＮＡＴＯＲＹ, ＰＲＯＮＯＵＮＣＩＮＧ, ＡＮＤ ＥＴＹＭＯＬＯＧＩＣＡＬ, /
ＣＯＮＴＡＩＮＩＮＧ / ＡＬＬ ＥＮＧＬＩＳＨ ＷＯＲＤＳ  ＩＮ ＰＲＥＳＥＮＴ
ＵＳＥ, / ＷＩＴＨ / ＡＮ ＡＰＰＥＮＤＩＸ , / ＢＹ Ｍ . ＳＨＩＢＡＴＡ
ＡＮＤ Ｔ . ＫＯＹＡＳ. / ＩＬＬＵＳＴＲＡＴＥＤ ＢＹ ＡＢＯＶＥ ５００ ＥＮ-
ＧＲＡＶＩＮＧＳ ＯＮ ＷＯＯＤ. / ＮＥＷ ＥＤＩＴＩＯＮ. / ＹＯＫＯＨＡＭＡ:/
ＮＩ-ＳＨＵ-ＳＨＡ ＰＲＩＮＴＩＮＧ ＯＦＦＩＣＥ. / ６ＴＨ ＹＥＡＲ ＯＦ
 ＭＥＩＪＩ.

ただし，この英文書名中，‘ＥＴＹＭＯＬＯＧＩＣＡＬ’ と
‘ＮＥＷ’の語は事実に即していない。後者は背文
字について見たとおりで，前者の「語源的」との語も，
基になったオゥグルヴィーの辞書 Ｔｈｅ Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ
Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ: Ｅｘｐｌａｎａｔｏｒｙ，Ｐｒｏｎｏｕｎｃｉｎｇ，
ａｎｄ Ｅｔｙｍｏｌｏｇｉｃａｌ.  の副題より引いたもので，本
書中には語源に関する記述はない。
　したがって，本書『英和字彙』について，本邦
英語辞書史上に然るべき位置づけを与えようとす
ると，やはり和文書名の「附音挿図」の部分がそ
の性格を表しているということになる。すなわち，
「附音」によって，オゥグルヴィーの辞書が採っ
た Ｒｉｃｈａｒｄ Ｃｕｌｌ による発音表記法を採用したこ
と，「挿図」によって，挿絵を与えたことを標榜し
ているところに本書の特長が現れている。

『英和字彙』の本文 

　発音表記については，すでに「薩摩辞書」系，
即ち，『和譯英辭書』（明治２年）が片仮名のルビ
によって，『和譯英辭林』（同４年）がウェブスター
式表記によってそれぞれ発音を示しており，『英和
字彙』が最初であるとは言えないが，改綴式とい
うそれまでにない方式によって発音を示している。
数例を示すと以下のごとくである。

　Ｂｒｅａｋａｇｅ（ｂｒａｋ′ａｊ）
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ（ｍｕｌ′ｔｉ-ｐｌ）
　Ｑｕａｄｒａｎｇｌｅ（ｋｗｏｄ-ｒａｎｇ′ｇｌ）
　
　しかし，この方式は日本人のなじむところとは
ならず，Ｎｏａｈ Ｗｅｂｓｔｅｒ，Ｔｈｅ Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ Ｓｐｅｌｌｉｎｇ
Ｂｏｏｋ によってウェブスター式の区分的発音符に
親しんだ人々には受け入れられなかった。
　挿絵のほうは，オゥグルヴィーの Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ
ばかりでなく，その親版であるＴｈｅ Ｉｍｐｅｒｉａｌ Ｄｉｃ-
ｔｉｏｎａｒｙ からも採られている。挿絵の入った辞書・
事典としてはわが国にも『和漢三才圖繪』のよう
な例はあるが，英和・和英辞書では本書が最初で
ある。日本人に馴染みのない文物を図解によって
分からせようとの発想は，すでに買山迂夫『對譯
名物圖編』（慶応３年［但し図を欠く］，明治５年），
井上廉平輯『西洋画引節用集』（明治５年）などに
見られるが，本書以前の英和辞書では顧みられる
ことのなかった要素である。ただ，本書に見られ
る図解は，イギリス人のための国語辞書として編
まれたオゥグルヴィー辞書にあるものを再録した
だけであり，果たして日本人のためにとの考えに
よったものであったかについては不明である。
　本書の見出し語の選定と訳語については，従来，
オゥグルヴィーの Ｔｈｅ Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄｉｃ-
ｔｉｏｎａｒｙを基に，ロプシャイト （Ｗ. Ｌｏｂｓｃｈｅｉｄ）の
英華辞典 Ｅｎｇｌｉｓｈ ａｎｄ Ｃｈｉｎｅｓｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ（１８６６-
６９）の訳語を利用して編まれたとされてきたが，近
年，前掲早川（１９９７）の研究によって定説が再検討
を迫られていることは，昨年度の神原文庫資料展
解説目録『開国と文明開化－その社会と言語－』
において触れたところである。『英和字彙』における
付訳の例は同解説を参照していただければ，ロプ
シャイトの英華辞典利用についても，それがどの程
度に，いかなる形でなされたかを読み取っていただ
けよう。ただし，早川研究は，このオゥグルヴィーの
Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅの副題と『英和字彙』の英文扉の

��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������



 №３２（２００１年６月）

－５－

副題とが一致していることには言及していないの
で，この部分をどう解釈するかによって異なった
角度からの検討が求められる可能性も残されてい
る。とまれ，漢語訳重視の本書は，その後の日本
語の語彙の発達に大いなる影響を与えたと言われ
ており，国語史研究の上でも重要な位置づけを与
えられているようである。
　附録については，当時の英和辞書中，『和譯英辭
林』の附録［不規則動辭表（１０），略語解（１８），象
形記號之解（４），各國貨幣度量表（１０）］を凌いで，
もっとも充実したものとなっている。しかしなが
ら，この附録の中で最多の紙数を割いている「附
音近代地名集」はかなり特殊な地名までも収めて
おり，明治６年という時代にあって，どの程度利
用されたかはなはだ疑わしい。「圖解」４４ページ

は，本文中に挿入された図をアルファベット順と
ジャンル別とを交えた原理の基に巻末に一括した
ものである。この部の最後に「東京　小林東馬　
刀」と，図版彫師の名が明記されている。
　こうして好評のうちに英学界に迎えられた『英
和字彙』は，明治１５年，改訂増補版が世に送りだ
されることとなる。語数１万余，挿絵１００余箇に
及ぶ増補が施され，縦書きであった訳語は正植と
呼ばれる左横書きに改められた。訳語にふられて
いたルビはほとんどが削られたが，これは不評を
買ったのか，明治２０年の第３版で復活した。しか
し，この第３版は売れ行きが悪かったという。な
お，残念ながら，この『英和字彙』第２版，第３
版は神原文庫には収蔵されていない。　
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